
去
る
、

一
月
中
に

内
池
東
西

・
里
口

・

上
野
田

・
山
本

・
松

尾

・
各
地
区
の
お
敬

い
を
、
ご
門
徒
の
皆

さ
ま
方
と
と
も
に
、

お
勤
め
さ
せ
て
い
た

去
る
、

一
月
十
六

日

（
月
）
に
御
書
講

を
厳
修
し
ま
し
た
。

本
堂
で
の
お
勤
め

だ
き
ま
し
た
。
こ
れ

も
宗
祖
親
鸞
聖
人
の

御
恩
、
皆
さ
ま
方
の

御
懇
念
の
賜
物
と
、

厚
く
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

の
あ
と
、
座
敷
に
て

皆
さ
ん
と
と
も
に
、

「
ぜ
ん
ざ
い
」
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

去
る

一
月
十
四
日

に
照
光
寺
世
話
方
初

会
議
が
開
催
さ
れ
、

今
期
役
員
体
制
が
決

ま
り
ま
し
た
。

門
徒
総
代
に
外
池

嘉
端
雄
氏

（
新
）
と

井
上
昭
夫
氏

（
再
）

が
選
任
さ
れ
ま

し

た
。監

事
に
は
、
徳
田

吉
雄
氏

（
新
）
と
和

田
賢

一
氏

（
再
）
が

推
薦
さ
れ
、
就
任
頂

き
ま
し
た
。

顧
問
に
は
、
元
総

代
の
小
澤
壮
太
郎
氏

に
就
任
頂
き
ま
し
た
。

裏
面
掲
載

の
通

り
、
新
役
員
協
議
に

よ

っ
て
、
提
案
さ
れ

た
平
成
二
十
四
年
度

運
営
計
画
と
運
営
予

算
が
承
認
さ
れ
ま
し

た
の
で
ご
報
告
い
た

し
ま
す
。

所
属
部
会
は
次
の

よ
う
に
担
当
さ
れ
る

こ
と
に
な
り

ま
し

た
。

＊
◎
は

部
会

長
、
敬
称
略
で
す
。

会会会会
計計計計
部部部部

◎
岡
崎

晃

一

園
城

信
夫

木
田

昇

教教教教
化化化化
部部部部

◎
外
池

富
三

小
澤

清

外
池

洋

営営営営
繕繕繕繕
部部部部

◎
小
澤

重
男

小
澤

喜
久
雄

辻

正
道

外
池

寿
雄

一
般
的
に

は
法
事
と

も
呼
ば
れ

て
い
る
年

忌

法

要

は
、
亡
き

故
人
を
偲

び
、
そ
の
ご
恩
を
し

み
じ
み
と
思
い
起
こ

し
、
感
謝
の
念
を
新

た
に
す
る
場
で
す
。

年
忌
法
要
の
際
の

お
内
仏

（
仏
壇
）
の

荘
厳

（
お
飾
り
）

は
、
ま
ず
上
卓
と
前

卓
に
打打打打
敷敷敷敷
を
掛
け
、

供
笥
に
おおおお
華華華華
足足足足

（
白

餅
）
を
お
供
え
し
ま

す
。
そ
し
て
ロ
ー
ソ

ク
は
朱朱朱朱
ロロロロ
ーーーー
ソソソソ
クククク
を

用
い
、
法法法法
名名名名
軸軸軸軸
と
法法法法

名名名名
のののの
書書書書
かかかか
れれれれ
たたたた
紙紙紙紙
を

そ
れ
ぞ
れ
お
内
仏
に

掛
け
て
く
だ
さ
い
。

当
日
は
、
お
つ
と

め
が
始
ま
る
ま
で
に

おおおお
仏仏仏仏
供供供供

（（（（
おおおお
仏仏仏仏
飯飯飯飯
））））

を
お
供
え
し
、
ご
家

族
、
親
類
の
方
々
に

し
て
い
た
だ
く
おおおお
焼焼焼焼

香香香香
の
用
意

（
香
炭
な

ど
）
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

お
参
り
い
た
だ
く

服
装
は
平
服

（
普
段

の
外
出
着
）
で
結
構

で
す
が
、
念念念念
珠珠珠珠

（
数

珠
）
と
肩肩肩肩
衣衣衣衣

（
か
た

ぎ
ぬ
）
を
忘
れ
ず
に

ご
用
意
く
だ
さ
い
。

併
修

（
複
数
の
故

人
の
年
忌
法
要
）
の

場
合
は
、
休
憩
の
時

に
、
ロロロロ
ーーーー
ソソソソ
クククク
と
花花花花

瓶瓶瓶瓶

（（（（仏仏仏仏
華華華華
））））
、
そ
し

て
おおおお
仏仏仏仏
供供供供

（（（（
おおおお
仏仏仏仏

飯飯飯飯
））））
を
新
し
く
お
取

り
替
え
く
だ
さ
い
。

今
年
の
冬

は
、
例
年
に

も
増
し
て
肌

寒
い
日
が
続

い

て

い

ま

す
。こ

の
寒
さ

の
な

か

、
境
内

の
水
仙

（
ス
イ
セ
ン
）
や
椿

（
ツ
バ
キ
）
は
元
気

に
綺
麗
な
花
を
咲
か

せ
て
く
れ
て

い
ま

す
。

こ
の
よ
う
に
、
厳
し

い
寒
さ
に
耐
え
て
懸

命
に
花
を
咲
か
せ
て

く
れ
て
い
る
花
や
植

物
の
姿
を
目
に
す
る

と
、
元
気
を
頂
け
る

よ
う
な
気

が
し
ま

す
。暦

の
上
で

は
、
も
う
す

ぐ
立
春
と
な

り
、
境
内
の

梅
の
蕾

（
ツ

ボ
ミ
）
も
日
ご
と
に

成
長
し
は
じ
め
、
少

し
ず
つ
で
は
あ
り
ま

す
が
、
春
の
気
配
が

感
じ
ら
れ
る
よ
う
に

な

っ
て
き
て

い
ま

す
。
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蓮如上人

四
日

（
土

）

河河河河
原原原原

・・・・
蔵蔵蔵蔵
王王王王
地地地地
区区区区
おおおお
敬敬敬敬
いいいい

四
日

（
土

）

仏仏仏仏
婦婦婦婦
班班班班
長長長長
会会会会

午
後
八
時

十
四
日

（火
）

尼尼尼尼
講講講講
例例例例
会会会会

午
前
九
時
半

十
八
日

（土
）
必必必必
佐佐佐佐
地地地地
区区区区
・・・・
仏仏仏仏
教教教教
会会会会
総総総総
会会会会

午
後
六
時

十
九
日

（日
）

世世世世
話話話話
方方方方
会会会会

午
後
七
時
半

二
十
六
日

（日
）
育育育育
成成成成
員員員員
研研研研
修修修修
会会会会

東
近
江
市

・
桜
川
地
区

敬
円
寺
に
て

二
十
八
日

（火
）
おおおお
講講講講

当
番

町
下
組

午
前
八
時

二
十
八
日

（火
）
門門門門
徒徒徒徒
会会会会
役役役役
員員員員
会会会会

午
後
二
時

二二二二
月月月月
のののの
行行行行
事事事事
予予予予
定定定定

お
敬
い
の
御
礼

御
書
講
を
厳
修
し
ま
し
た

仏仏仏仏事事事事ののののイイイイロロロロハハハハ
～年忌法要について～

ఫ⫋ࡿࡼ࡟ἲ話 ᮏᇽ࡚࡟ṇಙ೦ࡵ࡜ࡘ࠾ࡢ

敬敬敬敬

弔弔弔弔

ご
生
前

の
ご
遺
徳
を
偲
び
、
謹
ん

で
哀
悼

の
意
を
表
し
ま
す
。

法

名

慈
了
院
釋

悉
得

俗
名

小
澤

卯
吉
様

（大
津
）

一
月
十
日
寂

八
十
六
歳

新
総
代
に
外
池
嘉
端
雄
・井
上
昭
夫
両
氏


